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女性研究者研究活動支援事業の事後評価について

文部科学省科学技術人材育成費補助金 女性研究者研究活動支援事業（女性研究

者支援モデル育成）プログラムに採択された本学の取組「多様性活力発揮に向けて

の女性研究者支援」（平成22年度～24年度）の事後評価において、総合評価Ａ

（所期の計画と同等の取組が行われている）を受けました。

本学のＪＳＴ事業の各項目についての評価結果を含め、評価の経緯、評価結果の概要等は以下の
ホームページをご覧ください。

文部科学省HP
http://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/hyouka/1343456.htm 

現在までの本学の取組

総合評価コメントには、「女性研究者のニーズに沿った広範な取組が着実に進め

られ、環境整備や次世代育成の推進に繋がった。さらに、女性限定教員公募等の実

施により任期を付さないテニュア職による女性教員の採用を積極的に進め、女性教

員在籍比率の所期の目標を達成したことが評価できる。今後は工学系や上位職階の

女性教員の増加を期待する。」とあり、継続した取組が期待されています。

平成22年10月に男女
共同参画宣言・行動計
画を制定

女性教員比率における
数値目標を設定
（2015年までに17％
以上）

意識啓発活動
・フォーラム・シンポ

ジウム等の開催
・各学部でのFD、幹部

層を対象としたFD及
び新任職員・事務系
職員を対象とした
SDの実施

ロールモデルの提示
・「サイエンス夢追い人

育成プロジェクト」の
実施

・ロールモデル集の発行
・ロールモデル講演会の

実施

在校生を対象とした人権
学習、ジェンダー研究関
連授業の開講

学生アシスタント制度

相談室・休憩室の整備

研究補助員（研究支援者）配置制度

インターネットによる在宅研究支援システム
（テレワークシステム）の運用

保育支援の取組
・岐阜大学キッズサイエンススクール
・「働く親のための夏休み子どもガイド」、

「岐阜大学ワーク・ライフ・バランス応援
ハンドブック」の発行

・ベビーシッター割引券
発行事業

女性研究者支援のための岐阜大学人財バンク
の創設、運用

メンター制度
男女共同参画コンシェルジュによるオンデマ
ンド型女性研究者支援
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講演の感想（アンケートより）

平成26年1月16日（木）に肥山 詠美子 氏（独立行政法人理化学研究所）をお招きし、「ミクロ世界

の3体問題～私はこうして研究者になった～」と題した第39回岐阜大学フォーラムを開催しました。

講演会には教職員や学生など80余名の参加がありました。

講演では、肥山氏が、陽子と中性子などの間の相互作用を扱う「3体問題」と呼ばれる課題を高精度

に解く計算理論を開発し、その適用によって広い範囲の分野で成果を収めてきたこと、特に岐阜大学の

研究者との連携によってハイパー核の分野で顕著な業績をあげてきたことが紹介されました。また、物

理学に興味を持ったきっかけや研究者になるまでの道のりなどについても講演されました。質疑応答で

は、研究者からスーパーコンピューターの計算能力の違いや計算理論発展の重要性に関わる質問が出さ

れ、学生からは独創的な発想に必要なこと、良い論文を書くポイントなどについてのアドバイスが求め

られていました。世界中を駆け回り、多くの研究者と連携しながら研究を進める肥山氏の姿は、参加し

た学生にも大いに刺激となったようです。

▲開会の挨拶 森秀樹学長 ▲講師 肥山詠美子氏 ▲会場の様子

研究と研究者になることと、

社会、人々、いろいろなもの

との幅広い繋がりが語られ、

とても興味深く拝聴いたしま

した。名講義でした。

自然科学の分野ではない人に

も興味をもってもらえるよう

な、しかも、生き生きとした

お話で良かったと思います。

もっと多くの学生さんに参加

してもらえると良かったのに、

と少々残念です。

なんでこの研究をすることに

なったのかが分かり、面白い

テーマだった。物理系なので、

頑張って勉強しようと思った。

研究者を目指す自分としては、

本当に参考になり、勇気をい

ただけました。女性の研究者

でもあんなにキラキラ輝けて

いるのが本当にかっこよかっ

たです。私も同じ女性として、

もうちょっと夢を諦めずに頑

張ろうと思います。

計算のスピードが上がること

で、できることの幅が広がる

のは面白いと思った。

よく聞いてきたダブルハイ

パー核がどんなものなのか、

これまでの研究の意義は何な

のか、少し分かった気がしま

す。肥山先生が研究者になら

れるまでのお話が、とても参

考になりました。

岐阜大学フォーラムを開催

３体問題の話が、とても分か

りやすかったです。

今回のテーマは面白かった。

スピーカーも良かったと思い

ます。

計算は自分としてはとても好

きなので、興味をもって聞い

ていました。

非常に良いご講話、ありがと

うございました。自分のやっ

ていることに責任も感じまし

た。
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岐阜市男女共同参画優良事業者表彰

岐阜大学は、出産・育児等により研究時間の確保が困難な女性研

究者の実験や講義の補助を行う研究補助員の配置、学内保育園の設

置などの両立支援や女性研究者の裾野拡大のための女子大学院生に

よる出前講義などが評価され、「平成25年度岐阜市男女共同参画

優良事業者」として表彰されました。

平成26年１月25日（土）に表彰式が行われ、細江 茂光岐阜市長

から林 正子副学長(男女共同参画推進・環境対策担当)に、賞状およ

びトロフィーが授与されました。

“ぎふ輝く女性ネットワーク”会合に参加

平成26年2月17日（月）、岐阜大学サテライトキャンパスで、“ぎふ

輝く女性ネットワーク”平成25年度第2回会合～女性の活躍促進で岐阜

を元気に！～が開催されました。

第１部では、坂本 里和 氏（経済産業省 経済産業政策局 経済社会政策

室長）が「成長戦略としての女性活躍の推進」と題して基調講演を行い、

様々なデータを示しながら、女性の活躍推進が日本の経済にどれほど影

響を与えると試算されているかや国の施策などについて話がありました。

また、女性が活躍している上場企業を「なでしこ銘柄」として投資家に

紹介することにより「女性活躍推進状況の資本市場における見える化」

を推進している取組紹介がありました。

記念講演会を聴講

平成25年度岐阜市男女共同参画優良事業者表彰式後に、公益財団法人21世紀職業財団会長 岩田

喜美枝 氏による講演「ダイバーシティマネジメント －社員の多様性を企業の力にする－」が行われ

ました。

講演では、１．なぜダイバーシティ経営が必要か ２．ダイバーシティ経営推進のために取り組む

べき課題について話がありました。岩田氏は、育児で時間がない女性に仕事を免除するのではなく、

就業条件をフレキシブルにし、キャリアアップ支援を行うことが大切であること、

ワーク・ライフ・バランスの実現のためには業務改革が必要であること、仕事の

評価軸を達成度ではなく、時間当たりの生産性にすべきであることなどを話され、

最後に参加者への具体的なアドバイスがありました。

▲賞状を授与される林副学長

▲閉会の挨拶をする林副学長

第２部では、「女性が活躍する職場づくり」をテーマに、参加者全員でワールドカフェ形式による

グループトークが行われ、参加者全員による活発な意見交換が行われました。

最後に“ぎふ輝く女性ネットワーク”代表である林 正子副学長から、「今日の会合も、

大変熱気あふれるものでした。岐阜県は女性社長の数が全国で最下位ですが、産官学の

連携を深め、岐阜県を盛り立てていきましょう」との挨拶がありました。

「女性研究者支援のための岐阜大学人財バンク」の登録者情報を更新しました。

詳しくは、男女共同参画推進室ＨＰをご覧ください。

知 せらお
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岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/

〒501-1193 岐阜市柳戸1-1 Tel：058-293-3378 Fax：058-293-3396 Ｅ-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。

学内保育園たより

1月17日（金）
劇団「風の子」の観劇

2月 3日（月）
節 分

劇団の皆さん

と記念撮影

昔遊びや昔風

のお芝居を楽

しみました♪

『岐大生と一緒に遊んで・学んで・ダンスをしよう！』開催

2月15日（土）、岐阜大学地域科学部101講義室において地域科学部の「社会活動演習」科目

『岐大生と一緒に遊んで・学んで・ダンスをしよう！』が開催されました。本企画は、地域科学部の

近藤眞庸教授が、1997年度から学生たちと共に取り組んできた企画の1つで、男女共同参画推進室

が後援しました。

当日は、子どもと保護者合わせて32名の参加がありました。イベントの進行は全て学生が務め、

子ども達が、「保護者と一緒に楽しむ」「保護者と離れて楽しむ」「保護者に見てもらう」という3

つの趣旨をもった企画を立てました。子どもたちはそれぞれ、○×クイズ、学生達と楽しむ新聞紙

ゲーム、保護者に披露するダンスを楽しみました。保護者の方には、近藤先生による歌と紙芝居を含

めた講演も行われました。学生たちはイベント当日に向けて夏休み明けから準備を進め、自主的な企

画・運営を通して、子育て支援に関する理解を深める機会となったようです。

舟橋皓希さん：もやもやし

ていた子育て支援が、イベ

ントを通じてはっきりわか

るようになった。大学生で

もやれることがあることが

わかって良かったです。
▲集合写真▲講演会の様子

左：舟橋皓希さん
右：中村桜子さん

▲○×クイズの様子 ▲新聞紙ゲームの様子 ▲ダンス練習の様子

▲ダンス披露の様子

1月10日（金）
新年お楽しみ会

天井から吊る

された羽で、

羽子板を楽し

みました♪

福笑い。

さて、どんな

顔ができたか

な？(^.^)
泣きながらも、豆で

鬼を退治しました！

あか鬼

こわいよぉ。

地域科学部社会活動演習「地域の子育て支援」プロジェクト


